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和歌山県の県庁所在地である和歌山市は,和歌山県の北西,紀ノ川の河口

部に位置しています。紀伊山地に源を発し,西流して紀伊水道に注ぐ紀ノ川

は,河口部に肥沃な和歌山平野を形成しました。

和歌山市は,こ の平野部を主たる市域としており,古代より文化の栄えた

場所であります。そのため,市内には全国的にも著名な岩橋千塚古墳群や大

谷古墳をはじめとし,およそ400ケ所にものぼる遺跡が確認されています。

近年,市域においても宅地造成等に伴う開発が増加してきています。

それらの開発に対処するために,平成 7年度から国庫補助金・県費補助金を

得て,和歌山市内に存在する遺跡の緊急発掘調査を行ってまいりました。

本書には,平成 10年度に実施した西庄遺跡と神前遺跡の発掘調査で得ら

れた貴重な成果を収めています。ここに報告する調査概要が,地域の歴史の

解明に活用されれば幸いです。

最後になりましたが,調査にあたり御指導 ,御協力を頂きました関係者各

位の皆様に深く感謝いたします。

平成 12年 3月 31日

和歌山市教育委員会

教育長 山 口 喜 一 郎

[~

―

″



例

1 本書は、平成10年度国庫補助事業として計画し、財団法人和歌山市文化体育振興事業団に事

業の委託を行った埋蔵文化財発掘調査の概要報告書である。

2 調査対象経費の総額は300万円であり、国1/2、 県1/8、 市3/8の補助率である。

3 本年度の調査対象は下記のとおりである。
事業名 調査地 調査期間 調査面積 調査担当

西庄遺跡発掘調査 和歌山市西庄559‐23番地 平成10年4月 15日 ～平成10年4月 27日 45n12 井,器好英 高橋方紀

神前遺跡第3次調査 和歌山市神前598番地他 平成11年 1月 25日 ～平成11年 2月 19日 701112 井馬好英

4 発掘調査に係わる事務局は下記のとおりである。

【和歌山市教育委員会】 【財団法人和歌山市文化体育振興事業団】

理事長  北氏  武

総務課長 川寄 健治

事務員  奥野 勝啓 (調査庶務担当)

学芸員  井馬 好英 (発掘調査担当)

学芸員  高橋 方紀(  ″  )

教育長 山口喜一郎

文化振興課長 久保 隆司

文化財班長  小原 保誠

学芸員 益田 雅司

口

文化振興課長 久保 隆司

文化財班長  小松 靖甫

学芸員

学芸員

前田 敬彦

益田 雅司

5 報告書刊行に係わる事務局は下記のとおりである。

【和歌山市教育委員会】 【財団法人和歌山市文化体育振興事業団】

理事長  伊藤  明

事務局長 藤田 光彦

総務課長 川寄 健治

主 事  西山 佳宏 (庶務担当)

学芸員  北野 隆売 (報告書担当)

学芸員  井馬 好英 (  ″  )

学芸員  高橋 方紀 (  ″  )

学芸員  川口 修実 (  ″  )

教育長 山口喜一郎

6 本書のうち発掘調査の概要部分については井馬好英はじめ財団法人和歌山市文化体育振興事業

団学芸員が担当し、本書の構成については益田雅司が行った。

7 写真図版の遺物に付した数字番号は実波1図番号に対応する。

8 本書の作成にあたり、関係機関等の方々に有益な御教示・御指導を賜ったことに感謝の意を表

します。
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1.調査に至る契機と経過

西庄遺跡は、広義の和歌浦湾に面しており、海岸砂州の内側に位置する。遺跡の範囲は東西900m、

南北約400mに広がっており、古墳時代を中心とした海浜集落として知られている (第 1図 )。

本遺跡の調査としては、これまでに財団法人和歌山県文化財センターが県道西脇・山回線の道路

拡幅工事に伴う調査を、 4次にわたって行っている。中でも調査地北側で行われた第 4次調査では、

古墳時代の竪穴住居が24棟 、古墳時代から奈良時代にかけての石敷の製塩炉が12基、その他中世墓

が 8基検出された。また竪穴住居内や包含層からは多くの土器や製塩・漁務関係の遺物が出土 して

おり、西庄遺跡が漁村としての性格を保ちながら大規模に土器製塩を行っていた遺跡であることが

半」明してきている。

今回の調査は、和歌山市教育委員会が緊急発掘調査事業として国庫補助金を得て実施したもので

ある。調査原因は和歌山市西庄559-23番地において個人住宅建築に伴う土砂採取作業が行われるこ

とになり、この工事現場が『和歌山県埋蔵文化財包蔵地所在地図』に記載された周知の遺跡である

西庄遺跡 (遺跡番号38)の範囲内にあたるため、発掘調査が必要となったものである。調査は和歌

山市教育委員会から財団法人和歌山市文化体育振興事業団が委託を受けて実施 した。調査地は遺跡

範囲のほぼ中央部に位置する (第 1図、図版 1上 )。

第 1図 調査位置図
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2.位置と環境

和歌山市は和歌山県の北西端に位置しており、北は和泉山脈を境として大阪府泉南郡岬町・阪南

市、東は和歌山県那賀郡岩出町・貴志川町、南は海南市に隣接している地域である。

奈良県の大台ヶ原に源を発する紀ノ川は、本市のほぼ中央を西流して紀伊水道に注いでおり、そ

の過程で運ばれた土砂によって形成 された沖積平野が和歌山平野である。古代においては、磯ノ浦

から海岸線に沿って大規模な砂州が形成されており、このために紀ノ川は狐島付近で大きく屈曲し

て和歌浦に注いでいたとされている。今回調査を行った西庄遺跡は、この海岸砂州上に位置する

(第 2図 )。

周囲の遺跡を概観すると、旧石器時代では調査地の北束 l kmに位置する西庄 Ⅱ遺跡 (19)やその

東方の鳴滝遺跡、園部遺跡からナイフ形石器が採集されている。

縄文時代の遺跡としては、六 卜谷遺跡、直川遺跡から縄文土器が採集されていることが知られて

いる。また加太周辺や友ヶ島の遺跡では縄文時代前期から後期の上器片が採集されており、この地

域の海岸部において、すでに人々が生活していたことを示している。

弥生時代に入り紀ノ川の堆積作用による陸化が進むと、平野部に大規模な集落が営まれるように

なる。紀 ノ川南岸では県内最大級の集落遺跡である太円・黒田遺跡が前期から営まれ、竪穴住居や

土墳墓、井戸、清等の遺構や、銅鐸、多量の弥生土器などが検出されている。紀 ノ川北岸では宇田

森遺跡や六十谷遺跡等が集落遺跡として存在する。また橘谷遺跡は標高90mの 山塊上に位置しており、

後期初頭に営まれた高地性集落として知られている。加太周辺では、前期から中期の遺跡は少ない

が、後期になると大谷川遺跡 (2)を 始めとして遺跡数が増加する。各遺跡からは弥生時代後期か

ら古墳時代初頭の土器や製塩土器が多く出土 しており、このころから製塩を営んだ漁村集落が多く

展開するようになると思われる。

古墳時代になると、 4世紀後半頃から西庄遺跡 (1)が営まれるようになる。当遺跡ではこれま

でに多くの竪穴住居や製塩炉が検出されているが、 5世紀後半から6世紀初めにかけての遺構が最

も多く、このころが最盛期であったとみられるc出土遺物には須恵器、上師器、製塩土器の他、鉄

製釣り針、鹿角製の釣り針やヤス、土錘などの漁務具、勾玉や子持勾玉等の祭祀関連遺物、また多

くの魚介類の骨や殻もみられ、西庄遺跡が漁村としての性格を保ちながら、大規模に土器製塩を行

っていた遺跡であることが最近の調査によって明らかになってきているc平野部の集落としては、

吉田遺跡や北田井遺跡、西田井遺跡が弥生時代に引き続き営まれる。また、和泉山脈から伸びた丘

陵上には府中Ⅳ遺跡や鳴滝遺跡が存在する。府中Ⅳ遺跡では、一辺8.6mを 預1る 方形竪穴住居を始め、

多くの住居が検出されており、鳴滝遺跡では倉庫群と考えられる古墳時代中期の掘立柱建物が 7棟

検出されている。周辺の古墳としては北西約700mの丘陵部に位置する磯ノ浦古墳群 (13～ 16)、 北東

約2.5kmの 沖積段丘上に位置する釜山古墳群 (茶臼山古墳 (33)、 車駕之占址古墳 (34)、 釜山古墳

(35))な どがあるが、紀ノ川北岸では六十谷古墳群や晒山古墳群のように和泉山脈から南に伸びた

尾根上に存在するものが多い。

奈良時代には古墳時代から引き続き営まれる吉田遺跡などの集落の他、寺院が建立されるように

なる。なかでも国史跡である上野廃寺は発掘調査によって、薬師寺式の伽藍配置をもつことが明ら

-2-
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かにされている。また平城京からは、海部郡可太郷 (加太)の塩が調として都に納められたことを

示す木簡が出土しており、海岸地域では引き続き製塩が行われていたことを示している。しかし数

世紀にわたって行われた土器製塩も平安時代になるころには終わりを迎えたとみられ、その後製塩

の方法は揚げ浜塩田や鉄釜製塩に移行していったものと考えられる。
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ヽ
一ヽ́
、

~可
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番 号 遺 V・lf名 番号 遺跡 名 番 号 遺 ll・名 番 号 遺跡 名 時代

1 西庄遺跡 古墳～中 | 1 浜遺 II 本之本小学校 ]遺助i 古 墳 4 車駕之占洵[古墳 古 墳

太谷サ還刑i 泄文～リカi生 13 磯の I11号 1貞 占1責 梗原遺刑i 古墳 35 釜山 |,1員 古」彗

3 カロ太,量助i 縄文～中世 磯の浦2号墳 占墳 野遺跡 事円l :RIヽ 高芝遺跡

IIIttrJP北 方遺 7・I 弥生～奈ll 1 磯の浦 3号墳 城山遺 Fll 室四T 37 高芝2号 1■

ルΠ太Ⅱ遺助i 弓|′ : l 1畿の浦 1号墳 古 墳 城山古墳 古墳 38 高芝 3号 1貢 古墳

6 加太 ‖遺跡 di墳 l 磯脇遺跡 中IH 権現山 1号墳 古墳 39 栄谷貝塚 縄文

田倉崎砲台別: 「ll治 18 平の ド遺跡 中 町 29 権現山2号墳 10 川原崎造 lll 奈 良

8 平の谷遺跡 l rl 西庄 ‖遺跡 日115;11～ [胆 木之本ll ttr亦 縄

`中
匿 41 川原崎 1号墳 μiJ貴

り m ttl.jl遺 劃i 縄文～ 20 木之本 1遺助i 31 木之本 Ⅲ遺助: 占」貫 中lt り 1月 F山奇2'=丼員 古墳

l ll 田倉崎 I遺 llllヽ 21 本之本」遺助i 32 木之本経塚 中世 13 川原崎 3号墳 占1■

11 船出遺跡 本之本小学校 I遺跡 μィナ首 33 茶臼山古墳 古 墳 44 松i上経塚 近世

第 2図 西庄遺跡周辺の遺跡分布図
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3.調査の方法と経過

(1)調査の方法

調査は平成10年 4月 15日 から27日 にかけて、土砂採取工事範囲内において行ったものである。調

査対象地において東西 5m、 南北 9mの約45rの調査区を設定したが、北東隅から南壁中央部にかけ

てのラインより西側は撹乱を受けていたため、実質的な調査は南東部のみとなった (第 3図 )。

調査の方法としては、掘削は全て人力により行った。また遺物の取り上げ及び平面実汲1に 関して

は、国土座標の整数値のラインによって調査区を 4分割 して行った。なお、第 1・ 2層の一部と第

3a。 3b層の遺物取り上げには 5 mmメ ッシュのふるいを用いた。

記録保存の方法としては、調査範囲内の平面実浪1図及び壁面土層断面図を縮尺1/20で作図し、遺

跡の水準は国家水準点 (T.P.値 )を基準とした。また調査地周辺図の作成には、遺跡調査氾用システ

ムカタタを用いた。なお土層の色調及び土質の観察については、農林水産省農林水産技術会議事務

局監修『新版標準土色帖』を用いた。

第 3図 調査地周辺図
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(2)調査の概要

調査地の現状は畑地であり、地表面の標高は5.2～

5.3mを 減1る。基本的な土層堆積状況としては、まず現

地表である現代の耕作土 (第 1層 )が約45cmの 厚さで

堆積する。その下の堆積としては第2層 (7.nRグ3(褐 )

粗砂)が約25cm、 第3a層 (7.跳Rν3(暗褐)粗砂)が 30

cm、 第 3b層 (7.脱Rν 2(黒褐)粗砂)が約20cmの厚さで

堆積する(第 4図、図版2下 )。

第2層は鎌倉時代の遺物包合層である。さらに下層

の第3a層 は古墳時代から奈良時代、第3b層は占墳時

代後期の遺物を多く包合しており、この第3層掘削後の

第 4層上面において古墳時代の遺構を検出した。また

第4層 は無遺物層であり、上層の観察から第3b層、第

4層が南側に傾斜を持って堆積することを確認した。

4.遺 構

遺構は第 4層上面において検出した上坑

3基、ビット4基である。遺構出土の遺物

は希薄であったが、包含層の時期から考え

て古墳時代後期のものと考えられる。遺構

面の標高は4.2～ 4.4mを 沢1る c以 下にその概

要を説明する (第 5図、図版 1下 )。

[SK-1～ 3]

SK-1は調査区南端中央部、SK-2・ 3は

北東隅において検出した。SK-1は現状で南

北60cm、 東西40cm、 深さ40cm、 SK-3は南北80

cm以上、深さ20cmの規模を波1る。SK-1からは

陶邑編年のTK209型式に併行するとみられる須

恵器片が、SK-3か らは丸底 I式の製塩土器が

多く出土している。以上の遺構は平面プランか

ら土坑としたが、柱穴の可能性も考えられる。

[P-1～ 4]

調査区の東側において検出したcピ ット

の直径は平均約40cm、 深さは約30cmの 規模

を汲1る 。遺構埋土からは土師器と製塩土器

が少量出土している。

L=500m

L=400m

X=192950m付 近   X=192960m付近

第 1層 25Y4/2 (暗 灰黄)粗砂
第 2層 7 5YR4/3(褐 )粗砂
第3a層 7 5YR3,3(暗 褐)粗砂

第3b層 7 5YR3'2(黒 褐)粗砂
第 4層 10YR5,3(に ぶい黄褐)粗砂

第 4図 調査地土層柱状模式図

、Y=-82094m

192955m

ヽ

0                         5m

第 5図 遺構全体平面図
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菫屋5.

遺物は遺物包含層を中心に須恵器、土師器、製塩土器、瓦器、土錘、石器、石製品等が出土して

おり、また、その他の遺物としてフイゴ、炭、軽石、貝類、魚介類、また鹿や猪とみられる獣骨や

馬の歯もみられる。時期としては古墳時代後期から奈良時代のものが多くみられ、その量はコンテ

ナに約10箱 を数える。遺構に伴う遺物は細片が多く図化できなかったが、陶邑編年■009型式の須恵

器や丸底 I式の製塩土器などが出土している。

以下主要な遺物についてまず、土器を出土層位ごとに記述し、

目を立て説明する。

(1)第 3b層出土土器 (第 6図、図版 3)

石器、石製品の順に項

1～ 7は須恵器である。 1・ 2は天丼部と口縁部の境界に稜がみられる杯蓋で、国縁端部内面に

は段をもつものである。口径はそれぞれ14.2cm、 13.2cmを 測り、 1は稜線近くまでヘラケズリを施す。

3～ 6は杯身である。 3・ 4は回縁端部に面をもつもので、ヘラケズリの範囲は底部約2/3である。

5・ 6は口縁端部に面をもたないものである。 6は全体的に肉厚な作りで、受け部先端から口縁端

部にかけてなだらかに立ち■がる。口径はそれぞれ10.9cm、 10.2cm、 10.lcm、 11.Ocmを測る。 7は短

頸壺で、回径8.8cm、 胴部径13.8cmを測る。内外面とも回転ナデによる調整であるが、外面体部以下

にはヘラケズリがみられる。以上の須恵器の内、 1～ 4は陶邑編年1/1T15型式、 5～ 7はTK209型式

に比定できる。

8～ 13は土師器で、甕 (8～ 12)、 把手 (13)が ある。 8は回縁外端面に面をもつもので、回径

13.lcmを 波lる 。体部外面にはナナメ方向のハケ調整、内面は頸部上位にはヨコ方向、下位にはナナメ

方向のハケ調整が施される。 9。 10は 国縁端部を丸 くおさめるもので、 9はやや内彎、10は肥厚気

味に外反して立ち上がるものである。口径はそれぞれ14.2cm、 15.8cmを沢1る 。共に外面はヨコ方向の

ナデ調整、内面はヨコ方向のハケ調整が施される。11は国径27.8cmと 大型のもので、体部の内外面と

もにナナメ方向のハケ調整がみられる。12は 回縁部の破片であるが、内面には塩の結晶が付着して

いることから、土器製塩に用いた甕と考えられる。13は渦の把手とみられ、痕跡から差込により接

合されたものと思われる。

14～ 23は製塩土器である。14。 15は載頭卵形を呈するタイプで、国径はそれぞれ6.6cm、 4.2cmを波1

る。14の 内面には貝殻条痕が観察できるが、15は貝殻腹縁による調整痕をナデ消 している。16～ 21

は半球形を呈するものである。成形は粘土組の巻き上げであり、外面には右上がりの接合痕が観察

できる。いずれも外面には掌文、内面には貝殻条痕が残るもので、貝殻腹縁による調整順序は下か

ら上、右から左方向である。また、口縁端部は上方につまみ上げて調整している。16～ 19の 口径は

それぞれ8.6cm、 7.8cm、 7.6cm、 6.Ocmで ある。20は内面の貝殻条痕をナデ消すもので、国径6.3cmを測

る。21は内面に塩の結晶が付着するもので、色調は淡赤褐色を呈している。22は他と比べて器壁が

1.Ocm前後と厚手のものである。外面には指頭圧痕、内面には貝殻条痕がみられる。23は底部片で半

球形タイプに相当するものとみられる。

-6-



ぐ≡≒〒 >♭

フ≡
12

一
・

一一ヂ

19

輪
、ヽ、ヽ _1=二,`´

′  2320

0                      10Cm
L十

第 6図 還物実測図 1

(2)第 3a層出土土器 (第 7図、図版 4)

24～ 30は須恵器で、杯身 (24・ 25・ 28)、 杯蓋 (26・ 27)、 壺 (29)、 甕 (30)力 あ`る。24は 国径

10.8cl■ を波1る もので、日縁部はやや内傾 して立ち上がり端部に面をもつ。25は回径11.Ocm、 器高3.8cm

で、ヘラケズリの範囲は底部の約1/3であるの26は宝珠形つまみをもつと思われる杯蓋で、国径は

12.4cmを波1る 。かえりの部分は貼付によるものである。28は高台をもつ杯で、底径は10.6cmを沢1る 。

29は壺の底部で、底径は9.2cmを汲1る 。外面にはタタキによる成形の後ナデによる調整、内面には回

転ナデによる調整が施される。30は甕の回縁部で、日径20.2cmを汲1る 。口縁部は外面に折り返してお

り、端部は丸くおさめている。以上の土器の内、24はMT15型式、25は¶209型式、26はTK217型式

新段階に併行するもので、29・ 30は 7世紀代、27・ 28は 8世紀代の所産と考えられる。

31～ 36は土師器である。31～ 35は甕で、主に外面にはヨコ方向のナデ調整、内面にはヨ
コ方向の

-7-



ハケ調整が施される。31は 内倶1に屈曲して立ち上がり、端面は上方に向かって面をもつ。32・ 33は

回縁端部に面をもつものである。32は外面に粗ぃナナメハケを施すもので、国径が大きく体部の張

りが小さい。34は外反して立ち上がる口縁部をもつもので、端部は丸くおさめている。35は小型の

もので外面はタテ方向、内面はヨコ方向のハケ調整を施した後に指ナデによってこれを消している。

内面には粘土の接合痕が明瞭に残る。胎土には長石、石英の他、雲母がみられることから搬入品と

みられる。口径は31か ら22.Ocm、 25.4cm、 15.4cm、 20.Ocm、 10.4cmを 汲1る 。36は蝸の把手であり、体部

からの高さは4.5cmを 測る。

37～46は製塩土器である。37・ 38は載頭卵形タイプの回縁部である。外面には掌文、内面には貝

殻条痕がみられるが、38は 貝殻腹縁による調整痕をナデ消すものである。39・ 40は半球形のタイプ

であるが、40は 回縁部が内傾 し椀形を呈 している。41・ 42は丸底の底部で内面は貝殻腹縁で調整さ

24                                   25

_     .｀      ノ

27                               28

30

3

当丁y=F8 ）

嘘̈
0                       1ocm
に

◎
｀

V    41

第 7図 遺物実測図 2
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れる。43・ 44は深鉢形と思われるもので、内外面にはナデや指頭圧痕がみられる。国径は43が 12.Ocm、

44が 6.8cmを 測る。45は尖底状、46は文脚状の底部であるcいずれも外面に細かいひび害」れが[1立つ。

461ま上方に向かってすぼまる形状を呈しており、底部の厚さは2.5cmを 汲1る cいずれも深鉢形タイプ

|二利1当する底部と考えられるЭ

(3)その他の製塩土器 (第 8図、図版 5上 )

47～ 50は半球形の製塩t器で、いずれも外面に

占 Lが りの粘土紐巻き上げ痕が残るものである.

回r子は7.lcm～ 7.7cmで 、復元器高は4.Ocm前後であ

る[47は左回りの方向で貝殻腹縁による調撃を行

っており、内面には同縁端部の調整の際に付着し

た円形の粘土が観察できる.48は 国径7.5cm、 器高

3 7cmを 波1る .50は 内面の貝殻条痕をナデ消すタイ

ブである。以上の遺物はすべて撹乱内からの出 L

である。

51は深鉢形の製塩土器で、回径7.6cmを 沢1る 。口

縁部は内彎 しながら立ち上がり、器壁は 6 mmと

厚い。52は直立する国縁部をもった厚手の製塩上器で、甕形を呈するものと思われる。内面はヨコ

ナデの後、国縁部にタテ方向の貝殻腹縁による調整を施すが、外面は成形時の指頭圧痕や接合痕を

そのまま残している。口径は10.Ocmを 波1る .51は第 2層、52は撹乱内から出tし た.

(4)土鍾 (第 9図、図版 5下 )

土錘は第 3a・ 3b層 を中心に出土 している。出土した土錘の内、管状土錘は 1点のみで、有孔土

錘の割合が非常に高い.53は管状土錘で直径4.2cm、 孔径1.4cmを 測るものである。外面には指頭圧痕

が観察できる。撹舌L内から出土した。

54～ 64は有孔土錘である。棒状の粘土を適度な大きさに切り分け、両端に穿孔を施して製作され

ている。そのうち、62～ 64は両端穿孔部分を扁平にするものであるc重量分布から40g前後のもの

(54)、 20g前後のもの (55～ 58)、 10～15gの もの (59～ 64)の 3タ イプに細分できる。長さは 7～ 8 cm

のものが多く、穿孔径は 5～ 6 mmを汲1る 。54～ 60・ 62～ 64は第 3a層、53・ 61は撹乱内から出土した。

(5)石器 (第 10図、図版6上 )

石器は叩石、砥石が出上 しているc65・ 66は砂岩を用いた叩石である。65は両面を敲打、側面の

^部を砥石として用いるもので、また下端部には両面からの使用による磨痕がみられる。長さ15.7cm、

最大幅6.6cm、 厚さ4.5cmを 波1り 、重量は690gである。66に は上下及び側面の 3ヶ所に敲打痕や敲打に

伴う子J離が認められる。それ以外の部分は平滑になっており、65同様砥石としての機能も合わせも

つものである。長さ11 0cm、 幅5.3cm、 厚さ4.5cmを 測り、重量は430gであるc65は第3a層 、66は第3b

層から出土した。

礁
10cm   52

|す_____コ

第 8図 遺物実沢」図 3
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67は長方形を呈する砥石で、石材には砂岩を使用している。使用面は非常に平滑で、光沢を帯び

る。長さ13.lcm、 幅5.2cm、 最大厚2.5cmを 汲1り 、重量は250gである。68は 中央右寄りに筋状のくぼみ

がみられるもので、玉砥石と考えられる。使用石材は結晶片岩である。くぼみの幅は2.Ocm以上、深

さは1.Ocmを浪1り 、内部は平滑になっている。上面及び左右側面は研磨により平滑になっているが、

これは砥石としての使用よりも全体の形状を整えるための調整によるものと考えられる。底面は自

然面のままで、結晶片岩に付随して形成された石英が残る。67は第3b層 、68は第3a層 から出土した。

も

(6)石製品 (第 10・ 11図、図版 6)

石製品では棒状石製品、子持勾玉

が出土している.69・ 70は結晶片岩

を用いた棒状石製品で、全体を磨い

て整形するものである。69の側面に

は敲打痕がわずかに残るが、その他

には使用痕が認められない。69は長

さ10.4cm、 直径 1.9～ 2.4cmを 汲1り 、

重量は93.8g、 70は直径2.0～ 2.2cmを

沢1る 。69は第3b層 、70は 第 2層 か

ら出土した。

71は滑石製の子持勾玉である。出

上位置は調査地のほぼ中央東端 (第

5図、図版 2参照)で、第 3b層か

ら出土したc平面形はC字状であり、断面は方形を呈する。色調は暗青灰色である.法量は全長12.0

cm、 幅7.8cm、 最大厚3.2cm、 重さ260g、 子勾玉の長さは22～ 2.8cm、 高さは 5～ 8 mmを汲1る 。子勾玉

は両側面、背面にそれぞれ 5個ずつ、計15個配され、ヘラ状工具により連続して作り出されている。

また腹部には、子勾玉の代わりに長さ1.4cmの 柱状の突起がみられる。組穴の穿孔幅は 4 mmで、両面

から穿たれている。

6.ま とめ

(1)集落内における調査地周辺の位置付けについて

西庄遺跡は平成 8年度から県道西脇山口線拡幅「 事に伴う発掘調査が財団法人和歌山県文化財セ

ンターによって行われているc遺跡の東側では竪穴住居、掘立柱建物が、西側では製塩炉や製塩t

器が密集して検出されており、東西500m以上、南北300m以上の範囲を持つ古墳時代の海浜集落であ

ることが明らかにされている。遺跡は砂堆上に立地しているが、これまでの調査成果から砂堆の頂

部にあたる地域が作業域、やや北へ Fっ た地域が居住域であると推汲1さ れている.

今回の発掘調査の結果、第 4層上面においてピット、土坑を検出した。出土遺物や検出状況から

輌
第 11図

71

10cm

遺物実測図 6
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古墳時代後期のものとみられる。遺物包含層からは須恵器、土師器、製塩土器等の他、火を受けて

変色した直径 5～ 10cmの砂岩が出土しているが、作業域にみられるような製塩炉は検出していない。

調査地の周辺では北側約50mの地点において竪穴住居群が、西側約150mの地点において石敷製塩

炉が多く検出されており、これらのことを合わせて考えると、今回の調査地は居住域の縁辺部で、

作業域との境界付近に相当するものと思われ、また今回検出したピットは建物に伴う柱穴であると

推定できる。

(2)第 3b層出土の滑石製子持勾玉について

滑石とは蛇紋岩が熱変成作用により変質した岩石で、周辺地域では、和歌山市東部から那賀郡桃

山町にかけての地域が原産地として古くから知られている。滑石は非常に軟質で加工しやすいとい

う特徴をもつため、古墳時代には祭祀遺物や副葬品の石材として多く利用された。県内における滑

石製模造品は、これまでに50を越える遺跡から出土してRZ。 この中で子持勾玉の出土例は、西庄

遺跡では財団法人和歌山県文化財センターの調査で出土しているほふ、鳴滝 1号墳の主体部から出

土した 1点 と、秋月遺跡で表面採集された 3習の計 5点が知られており、今回出土した子持勾玉は、

全長12.Ocmと既知の例を上回る大きさである。

本例は出土した遺物包含層の時期から6世紀代のものと考えられる。このようなC字状に弧を描く

タイプは管見による限り類例は確認されていないが、鳴滝 1号墳出土の子持勾玉は、断面方形で側

面と背面に連続した子勾玉が削り出される点、腹部には柱状の突起がみられる点で同様の系譜を引

くものと考えられる。 6世紀後半に位置づけられるこの資料は、子勾玉が鰭状に連続して明確な単

位を持たず、西庄遺跡例より全体的に簡略化の傾向が窺える。

子持勾玉は子々孫々の繁栄を祈る祭具と考えられたり、沿岸部での出土が多いことから航海の安

全を祈ったものともみられている。今回は居住域の縁辺部から出土したことから調査地周辺が祭祀

に関連する場であった可能性も考えられる。

西庄遺跡では本例以外にも、勾玉や管玉などの祭祀遺物や紡錘車等多くの滑石製品が出土してお

り、
)今

後これらも含めて遺跡における祭祀のあり方を考える必要があろう。

【註記】

1冨加見泰彦  「西庄遺跡の第 4次発掘調査J 『和歌山県文化財センター年報1997』  財団法人和歌山県文化財センター 1997年

2『西庄遺跡発掘調査現地説明会資料』 財団法人和歌山県文化財センター 1998年

3前田敬彦  「紀伊における古墳時代の滑石製模造品J 『和歌山県立博物館研究紀要』第3号  1998年

4冨加見泰彦  「紀伊の上器製塩について一和歌山市西庄遺跡を中心にして一」

『シンポジウム製塩土器の諸問題一古代における塩の生産と流通一』 第9回塩の会発表資料 1997年

5『和歌山県文化財学術調査報告』第 2冊 京都大学文学部考古学研究室編・和歌山県教育委員会 1967年

6『和歌山市史』第 1巻 和歌山市 1991年           .

7註 4文献に同じ
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神前遺跡 第 3次調査



1.調査の契機と経過

今回の調査は、『和歌山県埋蔵文化財包蔵地所在地図』に記載され、弥生時代の遺跡として周知さ

れている神前遺跡 (遺跡番号307)の遺跡確認のために実施したものである。この遺跡は、近年の調査

|二 よって中世から近世の良好な遺構が残されていることが判明した。その一方、遺跡の周辺地域で

:よ、近年宅地開発が盛んに行われていて遺跡の実態が不明確になりつつある。よって、今後の開発

計画に迅速に対処するため、和歌山市教育委員会が国庫補助金を得て、調査に至ったものである6

この発掘調査は、財団法人和歌山市文化体育振興事業団が同教育委員会の指導のもと委託を受けて

実施したものである。

神前遺跡は、和歌山市域のほぼ中央部、紀ノ川の南岸に所在する。この南岸には東西に連なる岩

橋山塊があり、その最も西端である独立山塊の福飯ヶ峯 (標高約100m)の西側平野部に位置する。

当遺跡の南側には和歌山市東山東地区の谷部にその源をもつ和田川が西流する。この和円川によ

って形成された沖積平野のなかの自然堤防上に遺跡が立地する。

周辺の遺跡では、北側に接 している弥生時代後期を中心とした井辺遺跡や東側の福飯 ヶ峯に約50

基の古墳で形成された井辺前山占墳群が所在する。

神前遺跡における調査は、過去に 2度行われている。第 1次調査は平成 8年度に当財団が行った

もので、今回のA―C区のほぼ中FHl地点において約220ボ の調査であった。この調査では、弥生時代前

期の土坑、後期の溝、鎌倉時代の井戸、室町時代の満、江戸時代初頭の溝などの良好な遺構を検出

している。第 2次調査は平成 9年度に和歌山市教育委員会が行ったもので、遺跡範囲の西端にあた

る部分において約15ボ の調査であった。この調査では、遺物包含層と満 1条を検出しているが、全

体的に遺物が希薄であり、正確な時期等の確認はできていない。

今回の調査区の設定は、目的の異なる 3ヶ 所に重点をおいている。この地点ごとの個別の主日的

は以下のとおりである(第 4図 )。

A区は、神前遺跡の東側範囲外に設定した調査区であり、東方への広がりの確認を目的とした。調

査区は東西 8m、 南北 4m、 面積32面である。

B区は第 1次調査地点の北西約50mに位置する独立丘陵の頂上部に設定した調査区であり、この丘

陵上の古墳の有無の確認を目的とした。調査区は東西 7m、 南北 3m、 面積21ボである。

C区は第 1次調査地点の西約50m、 B区の丘陵南裾の末端部に位置する調査区であり、第 1次調査

地点の成果との関連で、鎌倉時代から江戸時代にかけての屋敷地の両方への展開の確認を日的とし

た。調査区は東西 2m、 南北 8m、 面積16ボであるc

現地調査は、まず平成11年 1月 25日 からB区の作業員による人力掘削を開始し、それに併行してA

区の機械掘削を 1月 28日 に行った。またC区の調査は、B区 と併行して人力掘削を 1月 26日 から開始

した。人力掘削は約 lヶ 月の期間を要し、B区の全景写真撮影を 1月 27日 に、A区の第 1遺構面の全

景写真撮影を 2月 8日 に、また第 2遺構面の全景写真撮影を 2月 16日 に、C区の全景写真撮影を 2月

10日 にそれぞれ行い、同年 2月 19日 にすべての作業を終了したc

-13-



2.位置と環境ol図 )

利1歌山市は、和歌山県の北西端に位置し、北は和泉山脈を境に大阪府泉南郡岬町・阪南市に、東

は和歌山県那賀郡岩出町及び貴志川町に、南は海南市に接 し、西は紀伊水道に面している。本市は、

和泉山脈の南裾に沿って西流 し、紀伊水道に流れ込む紀ノ川により形成された和歌山平野を中心に

立地する。今回報告する神前遺跡 (1)は 、紀ノ川南岸にそびえる岩橋山塊の南西にある独立 |■陵

(福飯ヶ峯)の南西に位置しているcま た当遺跡の南側には和田川が西流し、和歌川と合流 して和歌

浦湾に注いでいる。本遺跡は、和田川によって形成された沖積平野の自然堤防上に立地しているc

次に周辺の遺跡について概観すると、縄文時代の遺跡として紀ノ川南岸に鳴神貝塚 (21)や吉礼

貝塚 (32)な どが位置している。鳴神貝塚は、近畿地方で最初に発見された貝塚として著名であり、

縄文晩期の耳栓が出tし た上塘墓や甕棺が検出されている.ま た多くの縄文時代中期から晩期の上

器が出土している他、少量ではあるが弥生時代前期の土器も確認されている。吉礼貝塚からも多く

の遺物が出土 しているが、特にJl器 は縄文時代前期前半から後期にわたるものであり、紀ノ川流域

における縄文時代の遺跡としては最古のものである。これらの貝塚から出土する貝類は海水系のも

のが多数見られることから、海岸線が岩橋山塊西側にまで及んでいたことを示している。

弥生時代には紀ノ川の堆積作用による陸化の進行によって、平野部に多くの遺跡が営まれている.

大田・黒田遺跡 (14)は、前期から中期を中心として営まれた県内最大規模の集落跡であり、竪穴

住居や井戸、水田などから多量の弥生上器の他、直柄広鍬や銅鐸などが出上している.本遺跡の所

在する岩橋山塊周辺にも和田遺跡 (2)、 井辺遺跡 (9)、 津秦遺跡 (11)、 西吉礼遺跡 (33)な どの

遺跡が知られている。その中で丼辺遺跡で検出された弥生時代後期のt器列は、東西 2列に並んで

確認され、土錘が共伴 しているc古墳時代前期には占式上師器、片口状木器が出 tし 、本製の転用

井筒を納めた井戸などが検出されている。

古墳時代の集落も弥生時代に引き続き、平野部を中心に立地しており、友田町遺跡 (17)、 大日山

I遺跡 (24)、 鳴神遺跡群からは多数の竪穴住居、掘立柱建物などの遺構が検出されている。和田川

左岸に位置する和田岩坪遺跡 (4)で も中期の上坑が検出され、土師器小型丸底壺やミニチュア土

器などが出土している.ま た古墳の築造は平野に位置する秋月遺跡 (13)に おいて、布留式古段階

の L器 を共伴した前方後円墳 。方墳が築造され、前期末には花山丘陵上に花山古墳群 (25)力 造`営

されている。その後中期後半から後期にかけて岩橋山塊には岩橋千塚古墳群 (26)が形成され、連

綿と古墳の造営が続けられた。本遺跡の北東にある福飯ヶ峯にも井辺前山古墳群 (8)が築造され

たが、その盟主墳である井辺八幡山古墳の造り出し部からは多くの埴輪や装飾付須恵器が出土して

おり、埴輪の中には力士像や双脚輪状文など特筆される遺物がある。和田川流域にも和田古墳群

(5)、 竃山神社占墳 (6)、 坂田地蔵山古墳 (7)な どが位置している。

歴史時代には、本遺跡の北方 2 kmの秋月の地に鎮座する日前・国懸宮が、
『日本書記』にその名が

見え、その起源説話が記されている。この地域南方―帯は、県内最大規模の条里制地割が良好に残

っている地域であり、河南条里と呼称 されているcま た奈良時代から平安時代の遺物は、鳴神遺跡

群において多数出土 しており、特に鳴神 V遺跡 (19)か らは陶硯、緑釉陶器、初期貿易陶磁器や土

馬などの特記すべき遺物が出土している。
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3.既往の調査

神前遺跡について、既往の調査は遺跡の東側で第 1次調査、西

側で第 2次調査が実施されている(第 3図 )。 以下、調査次数毎に

調査内容を記述する。

【第 1次調査】(第 2図 )

第 1次調査は、神前588-2番地において和歌山市教育委員会によ

り行われた試掘調査の結果、調査区において近世を初めとする良好

な遺構が確認されたため、本調査として実施したものである。調査期

間は平成 9年 1月 14日 から2月 6日 にかけて行ったものであり、面

積は220rを 調査したものである。調査は、対象地にA区からE区の

5ヶ所の調査区を設定し、実施した。

調査の結果、2面の遺構面を確認した。上面の遺構は、江戸時代末

期から近代にかけてのものであり、下面の遺構は、弥生時代と鎌倉時

代から江戸時代初期の遺構である.以下、主要な遺構の説明をする。

弥生時代の遺構は、前期の土坑1基 (SK-10)、 後期の清 (SD-30)

1条 鹸 出した。SK-10は平面形楕円形で最大径1.lm、 深さ約10cm

を沢1る c SD-30は A区東側で検出し、幅約1.6m、 深さ約0.6m、 検出

長約2.Omの規模を減1る ものであり、流路方向は北から東と考えられ

る。また、弥生時代前期の谷状地形に堆積した層の西端を検出した

ことによって、この堆積が北束から南東に広がることが明確となったぃ

谷状地形をなしていた調査地の東側は、土層LI「面の観察から弥生時

0                                 20m

匡 __T_― __|

第 2図 第 1次調査遺構全体平面図

ｌ

ｌ

″

　
．沸

_卜 T一 一――上

弥生時代前期の

谷状地形ライン

第 3図 既往の調査位置図
―
       :

-16-



代前期に河川のツ鑑 によって堆積したものと考えられる。

古墳時代の明確な遺構は検出されなかったが、須

恵器や土師器などの遺物は出土している。これらの

調査結果からみて、弥生時代から古墳時代の良好な

遺構は調査地の西債1微高地上に展開し、東債1は低湿

地であったものと考えられるc

鎌倉時代の遺構は、D区北端部で石組井戸 (SE一

1)を検出した(写真 1・ 2).SE-1は 結晶片岩の割

石を用い、いわゆる小口積みで円形に構築したもの

である。SE-1の 上部内径は約80cm、 深 さ2.20mの

規模を汲1る 。基底部には直径40cm、 高さ30cmの底を

抜いた曲物桶を井筒として据えているc石積みは基

底部の曲物桶を据えた後、
1曲
物の縁部を押さえるよ

うに曲物の回径40cmと ほぼ同じ直径で積み始めら

れ、約 2m積み上がった上部内径が約80cmを 汲1り 、

積み始めの径のほぼ 2倍の規模 となっている。

SE-1内部からは瓦器・中国製青磁碗・平瓦などが

出土した。

室田∫時代の遺構はSD-27が ある。この満からは

備前すり鉢、灰釉折縁皿・胎 f_日 唐津碗などの肥前

系陶磁器、中国製染付皿など室町時代末期の遺物が出土した。

江戸時代の遺構としてはSD-25が ある。この清からは備前 (壷 。すり鉢・徳利・水差し)、 丹波 (壺・徳利)、 信

楽壺、瀬戸美濃系天目茶碗・志野 (田1・ 向付)、 胎土目唐津皿・砂目唐津皿
・絵唐津大皿などの肥前系陶磁器、

焼塩壺のほか瓦などが多量に出土した。これらの出土遺物からこの満は近世初期に埋没したものとみられる。

以上のことから、鎌倉時代から江戸時代にかけての周辺地における有力者等の屋敷地の一角であ

ったものと考えられる。

これまで神前遺跡は弥生時代前期から古墳時代前期の遺物散布地として知られていたが、第 1次

調査において弥生時代と中世から近世の遺構が確認され、当遺跡は複合遺跡であるということが明

確となった。

【第 2次調査】

第 2次調査は遺跡の推定範囲の西端部分、神前378-1番地他における宅地造成計画に対処するため、

和歌山市教育委員会が確認調査を実施したものである。対象地の水田南側と北側に1ケ所ずつの調査

区を設けて、平成 9年 7月 29日 から7月 31日 にかけて面積約15ボ で調査を実施した結果、南側では砂

層がベース層となっており、遺構は検出されなかったのに対して、北側調査区においては、砂質土を

ベースとして、包含層と満が検出された。

検出した満の時期については、出土遺物が少なく明確にされてはいないが、包含層の時期から中

世のものと考えられている。

写真 2 第 1次調査SE-1断割り状況 (南から)
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4.調査の方法と経過

(1)調査の方法

調査地の現況は、A区が水円、B区が竹林、C区が民家の中庭に位置する (図版 7・ 8)。 この状況

から、調査の方法はA区については耕作t(第 1層)のみを重機を用いて掘削を行い、第 2層以下の遺物

包含層と遺構の掘削を人力によって行ったりまたBoC区 はすべての掘削を人力によって行ったc各調

査区の名称は、従来どおり北東側に位置するものからA区 と定め、以下順次に番号を付した(第 4図 )。

清等の遺構掘削については、土層堆積観察用のベル トを直交するライン Lに設け、写真撮影を行

い、 2層以上の堆積が確認できたものについては実沢1図等の記録保存を行った。土層の色調及び土

質の観察については、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』を用いた.

図面による記録は、平面図に関しては国土座標軸を基準とした値を使用し、このラインを基準に

実沢1を 行った.図面の縮尺は、各調査区の平面図、壁面土層断面図、遺構の 11層堆積状況図につい

ては、1/20の縮尺を用い手実汲1で行い、重要な遺物出 t状況図や特殊遺構については1/10の縮尺を

用いた。また遺跡の水準は、国家水準点 lT.P.値)を基準とした.

(2)調査の概要

各調査区における基本層序は第 5図に示したとおりである。

まずA区の基本層序は第 1層に現代の本田耕土 (現水田面の標高は1.9m)が あり、この第 1層の F面

が江戸時代の遺構を検出した第 1遺構面であるc第 1遺構面を形成する第 2層は、厚さ 4 cmを 汲1る

室町時代の遺物包含層で、にぶい黄褐色系の粗砂を含むシル ト質の土層である.こ の第 2層の下面

が弥生時代中期から室町時代までの遺構を検出した第 2遺構面である。第 3層は、厚さ25cmを測る

ヽ
X=-198580m

Y=-72700m
|

|

第 4図 調査地区割図
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弥生時代中期前葉頃の希薄な遺物包含層で黄褐色系のシル ト質層である。この第 3層の下面が弥生

時代前期末から中期初頭の遺構を検出した第 3遺構面である。さらに、 ド層の第 4層 (黄褐色系のシ

ル ト質)は無遺物層とみられ、厚さ40cm程度の堆積である。また第 4層の下面は、第 5層 (黄褐色の粗

砂)と なる。

次に、B区は丘陵の頂 L部において結晶片岩を用いた石垣が基壇状にめぐらされており、この範囲

内において平坦地を形成 している。B区はこの平坦地の範囲内におさまる調査区である。表土である

第 1層 (現地表面の標高は11.7m)は 厚さ15cmを 測る。第 2層は暗褐色系の粗砂混シル トであり、15～

20cmの 堆積である。また第 3層は、調査区ほぼ中央から東・南側のやや岩盤が落ち込む斜面に堆積

する結晶片岩の礫を多く含む土層であり、最深部の東壁周辺において25cmの厚みを波1る 。この第

2・ 3層には江戸時代の瓦などを多く含むことから、江戸時代に石垣を用いた平坦地を構築した際

の整地土とみられる。この第 3層の下面が結晶片岩の岩盤となる。

C区は北西から南東へ緩やかな傾斜をもつ地形を成 している。このため、現地表面の標高は2.6～

2.3mを 汲1る .第 1層 (表土)は厚さ8 cmを沢1る 。第 2・ 3層は黄褐色系の粗砂混シル ト及びシル ト質で

あり、結晶片岩の礫と江戸時代の瓦を多く含む堆積である。この状況から、これらは江戸時代にお

ける整地層と考えられる。この第 3層の下面において江戸時代末期の土坑 1基を検出したc第 4層

は厚さ10cm前後を汲1る 明黄褐色系のシル ト質層で江戸時代の堆積とみられる。この第 4層の下面が

室町時代の遺構を検出した遺構面であるcこ の遺構面を形成する第 5層は、厚さ 5 cmを波1る希薄な

古墳時代の遺物包含層である。第 5層以下の状況は、調査区南壁直:下に設定したサブ トレンチ内に

おいて検出したもので、第 6層 (にぶい黄褐色系の粗砂を含むシル ト)が 30cm、 第 7層 (灰黄褐色系の

粗砂を含むシル ト)が40cm以上の厚みで堆積し、これらはともに無遺物層の可能性が高い.

1 25Y4/1 (黄 灰 )細砂混シルト、耕作土
2 10YR5/3(に ぶい黄褐)粗砂混シルト(褐色粒を斑状に多く含む)
3 25Y5/4 (責 褐)シルト(褐色粒を斑状に多く含む)
4 10YR5/6(責掲 )シルト
5 25Y5/4 (責 掲 )細砂

L=11 50m

L=200m

1 10YR4/3(に ぶい責褐)粗砂混シルト(片岩礫を多く含む)
2 10YR3/4(暗 褐)粗砂混シルト
3 10YR4/4(褐 )粗砂混シルト(片岩礫を多く含む)
4岩 盤

1  10YR4/3

2 10YR4/2
3 10YR5/4
4 10YR6/6
5 10YR6/2
6 10YR5/4
7 10YR4/2

匡 十 ___‐ ___コ

第 5図 調査地土層柱状模式図

(にぶい黄褐)細砂

(灰黄褐)粗砂混シルト(片岩礫、近世瓦を含む)

(にぶい責褐)シルト(片岩礫、近世瓦を含む)

(明黄褐)シルト

(灰黄掲 )シルト

(にぶい責褐)粗砂混シルト

(灰黄褐)粗砂混シルト

lm

A区北壁

C区南壁
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筐爆5ロ 構

遺構は、A～ C区 を通してすべての調査区において検出し
た。特にA区では、弥生時代から江戸時

代にかけての遺構面を 3面確認し、その面ごとに弥生時代
から江戸時代にかけての良好な遺構を検

出した。B区では岩盤に掘 り込まれた江戸時代のピット数基を、
またC区では屋敷地に関係するとみ

られる鎌倉時代から室町時代にかけての土坑などを検出
した。

以下、各調査区ごとに遺構を説明し、A区に関しては各遺構面
ごとに時代の古いものから記述する。

(1)A区の遺構

【第 3遺構面】(第 6図、図版1の

第 3遺構面は第 2遺構面を形成する第 3層掘肖1後の第 4層上面 (標高
1.45～ 1.55m)に おいて検出し

た遺構面であり、東側から西俣1にかけて緩やかに傾斜す
る。この第 3遺構面において検出した遺構

は水田区画 3単位(Ⅸ-1～ 3)と 農耕に関係するとみられる杭列である。この杭とみられ
るピット

は、直径10cm程度、深さ10cm前後を浪1る 。

(にぶい黄褐)粗砂混シルト

(にぶい責褐)シルト

(責灰)シルト

(灰黄褐)細砂混シルト

(にぶい責褐)シルト

Y=-72560m

|

水口

4m

第 6図 A区第 3遺構面遺構全体平面図

sx-1・ 2土層断面図
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|

1  10YR4/3

2 10YR5/3
3 25Y5/1
4 10YR4/2
5 10YR5/4
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第 7図



[Ⅸ-1～ 3](図版 17・ 18)

Ⅸ -1は調査区中央から東側にかけて検出したもので、東西5.lm、 南北4.Om以上を波1る 。SX-2

は[Ⅸ-1の西側で検出したもので、Ⅸ -1と の境に幅70～ 90cmの畦畔を形成する。この畦畔に平行

する形でⅨ -1内に杭列を検出した。Ⅸ -2の南端には幅50cmの水口とみられる括れ部がみられる。

またⅨ -3は調査区の南西隅で一部分のみ検出したもので、Ⅸ -2と の間に畦畔をもつものと考え

られる。

以上の水田には厚さ10cm程度の黄褐色系のシル トである耕作土がみられた(第 7図、図版17下 ・18

下)。 この水田の時期は、Ⅸ -1出土の少量の土器と上層の第 3層の遺物からみて弥生時代前期末か

ら中期初頭である可能性が高いものとみられる。

【第 2遺構面】(第 8図、図版 9)

第 2遺構面は第 1遺構面を形成する第 2層掘削後の第 3層上面(標高1.70m)に おいて検出した遺構

面である。この第 2遺構面では、満 3条とピットを多数を検出した。

0                        4m
に___― ___コ

|

2遺構面遺構全体平面図第 8図 A区第 1

[SD-2・ 3](図版15。 16)

SD-2は N-15° 一Wの方向性で調査区を南北に縦 LITする

幅1.Om、 深さ50釧 を汲1る 満である。この満の覆土は 4単位に

分けられ、下層ほど粘質性が強い(第 9図、図版15下 )。

SD-3はSD-2の東側で検出した溝で、N-7～ 25° 一W

の方向性をもち、緩やかに屈曲する。この溝は、幅1.2m、 深

さ50cmを測 り、覆土の最上層はベースとなる基本層序の第 3

層と酷似 しておりこの面での検出は困難であった。よって、

第 3層掘削後の第 4層上面での検出となった。覆土は黄褐色

系のシル ト質で、 5単位に分層できる(第 10図、図版16下 )。

: |:¥酪 : 1僣覆爆労ll混
シルト

3 10YR3/2(黒 褐)シルト
4 25Y4/1 (責 灰 )シルト混粘土

第 9図 SD-2土 層断面図

¨
◎
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これらSD-2・ 3の 出土遺物は少量であったが、ともに

弥生時代中期前葉までに比定できる上器が含まれており、満

の時期も弥生時代中期前葉の範疇であると思われる。

[SD-1]

SD-1はN-87° 一Eの方向性で幅0.4～ 1.5m、 深さ約10cm

を沢lる 消で、上部が削平を受けているものか、東端で途絶え

る。覆土はオリーブ褐色系の細砂混シル トの単層であるcこ

の満の時期は、出土した遺物に瓦器の椀・冊が含まれている

ことなどから鎌倉時代の遺構とみられる。

[P-25・ 26](第 11図、図版13下 。14)

ピットでは、最も規模の大きなものとして調査区西端で検

1

2

3

4

5

25Y4/3 (オ リーフ掲)細砂混シルト
25Y5/2 (暗 責灰)細砂混シルト
25Y5/3 (黄 褐)シルト
25Y5/3 (黄 褐)細砂混シルト
10YR5/3(にぶい責褐)シルト

第 10図 SD-3土 層断面図

出した直径60～ 70cm程度、深さ35cm前後の隅円方形のホリカタをもつP-25・ 26が ある。これら以外

のビットではその大きさで直径40cm前後のものと30cm未満のものがあり、ホリカタの形状では隅円

方形のものと円形のものがある。またP-26以外の数基のピットにも結話片岩の礎盤を検出したcこ

れらピットではsD-1な どとの重なりから考えて、少なくとも 2時期以上のものが存在するとみら

れる。

P-26の底面には柱の根固めに使用されたとみられる結晶片岩の礎盤が人れられていた。これらは

間尺1.7mを 沢1る もので、掘立柱建物の柱穴の可能性が高く、その中心部は調査区の西側にあるもの

と考えられる。またP-25は SD-1と 重なりをもつことから、SD-1に後出するものであることが

わかる.

1 10YR4/4 (褐 )シルト混粘土
2 10YR4/3(に ぶい黄褐)シルト混粘土
3 25Y4/2 (暗 灰黄)粘土
4 10YR4/3(に ぶい黄褐 )シルト混粘土

0                         2m

一

第 11図 P-25・ 26遺構平面図及び土層断面図

【第 1遺構面】(第 8図、図版 9)

第 1遺構面は現代の耕作上掘削後の第 2層 L面 (標高1.72m)に おいて検出した遺構面であるcこ の

第 1遺構面の遺構は、調査区ほぼ中央部北壁直下においてSK-5・ 6を検出した。

[SK-5・ 6](第 12図、図版13上 )

SK-6は東西2.8m以上、南北0.5m以上、最深部の深さ50cmを汲1る もので、東側の深掘部分に結晶

片岩の割石が多く合まれ、その西側の比較的浅い部分に厚さ10cmま でのいわゆる山土(10YR6/6(明 黄

褐)礫混粘上)を敷き詰め、その面に結晶片岩の礎石 1を据えている。

SK-5はSK-6と 重なりをもつもので、東西2.Om以上、南北0.5m、 深さ10cmを 波1る 。これらは、

出土した遺物からみてともに江戸時代のJi坑 とみられ、SK-6→SK-5の 関係にある。

Ｄ

」
〓‐８０ｍ
一

P-26
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(2)B区の遺構 (第 13図、図版 11)

B区は、独立した丘陵の頂上  E

部に位置する。この頂上部は、

東西12m、 南北7.5mの 長方形

を呈する平坦部が形成され、 L=17(
この平坦部を形成するために

o                                       21
結晶片岩を用い、高さ40cm程

― 一 コ

度の石垣がめぐらされている。

この平坦部ほぼ中央に設定 し

たB区は第 3層掘削後の岩盤面

で遺構検出を行った。その結

果、調査区中央部から東側に

おいて岩盤を掘 り凹めた 9基

のビットを検出した。これらのピッ小内からは江戸時代に比定できる瓦が少量出土したのこのこと

から、石垣を合めた周囲の基壇状の平坦部は、江戸時代末期頃に構築されたものと考えられる。

E'

E'

Y=-72708m

|

1 10YR4/1(褐 灰)粗砂混シルト (掲色粒を斑状に含む)
2 10YR4/2(灰 責褐)粗砂混シルト
3 25Y5/2 (暗 灰黄)シルト混粗砂
4 25Y4/2 (暗灰黄)粗砂混シルト
5 10YR4/1(掲 灰)粗砂混シルト
6 25Y5/2 (暗灰責)シルト混粗砂
7 10YR6/6(明 責褐)礫混粘土

第 12図  SK-5・ 6遺構平面図及び土層断面図

Y=-72704m

|

X=-198528m

|           |♀      1     41〕
1

第 13図  B区遺構全体平面図

(3)C区の遺構 (第 14図、図版 12)

C区では第 5層上面 (標高1.8m)に おいて土坑 3基 (SK-2～ 4)と ピット2基を検出した。SK-2は

調査区の北西端において一部を検出したもので全体の形状が不明なものであるcま たSK-4はSK―

3の東側で検出したものである。これらは、他の 2基のビットを含めて出土した遺物が少なく、正

確な時期等は不明である。このほか、第 4層上面 (標高2.05m)の 調査区北端において不定形の土坑 1

基(SK-1)を検出した。このSK-1に は少量の江戸時代の瓦が含まれていたことから、江戸時代の

遺構であるとみられる。

[SK-3](第 15図、図版20)

SK-3は調査区のほぼ中央部において検出したもので、東西1.5m以 上、南北3.7m、 深さ70釧 を波1

る方形区LnJを呈するタメマスとみられる。この遺構は東壁面にのみ小口積みによる石積が構築され

労

ロ
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ている。石積は北側の一部を除いてほとんど上部が崩れ落ちている。石積の石材は、ほとんどが結

晶片岩の割石であるが、少量の和泉砂岩を含み、また瓦 (第 21図、43)が少量含まれている。タメマス

の覆土は 6単位に分層できる (第 15図、図版21上 )。 この堆積からみると 1か ら4の土層は、 3に石

積の転石が含まれることから埋没時の堆積であるとみられ、 6(2.5Y4/3(オ リーブ褐)粗砂混粘土)の

みがタメマスが既存 していた時期の堆積と考えられる。また 5は石積構築時のウラゴメにあたるも

のである。また覆土内の上層には多量の瓦が含まれ、土器では中国製の青磁碗・盤や備前焼の甕の

他、石仏 1体 (第24図、55)な どが出土し、これらの遺物から埋没時期が室町時代とみられる。

X=-198548m

卜 |ト
X=‐ 198552m

|

Y=-72724m

0    1

第 ]4図 C区遺構全体平面図
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(にぶい黄褐)粗砂混シルト

(瓦・片岩礫を多量に含む)

(灰黄褐)シルト (片岩礫を含む)

(褐 )シルト混粘土

(にぶい黄掲 )シルト

(黄掲)シルト

(オリーブ褐)粗砂混粘土
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第 15図 SK-3遺構平面図及び土層断面図
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物

今回の調査で出土 した遺物は、弥生時代、鎌倉時代から室町時代と江戸時代のものに大きく分類

できる。

まず弥生時代の遺物であるが、出土量としてはごく微量であり、A・ C区から壺と考えられる破

片が出土した。弥生土器が出上した遺構としては、AttS D-2、 SK-5、 SX-1が ある。

次に鎌倉時代から室阻]^時代の遺物であるが、小破片が大半で全形を復元できるものはごく僅かで

あった。鎌倉時代の遺物はA区で検出されたピット群、清の覆土から出土したもので、土師器皿、

東播系須恵器、瓦器椀・皿などがある。室町時代の遺物は、C区で検出したSK-3の 覆上から多

く出土した。土器には瓦器椀、瓦質土器の風炉、備前焼の壷・甕、中国製の青磁の碗・盤があるc

瓦は大量に出土しており、瓦の種類としては軒丸瓦、軒平瓦、丸瓦、平瓦の他、雁振瓦、鬼瓦など

の道具瓦があるが、平瓦が大半である。また平九・雁振瓦の中には石組みの構築材として組み込ま

れていたものもある。その他の遺物として叩石や砥石などの石器・石製品や石仏が出土している。

江戸期時代の遺物は、A～ C区の全ての調査区において出土している。まずA区からは土師器の

灯明皿、鉄釘がSK-5・ 6か ら出土している他、包含層から肥前系陶磁器の染付・青磁や鉢、瓦

類などが出土している。B区からは江戸時代以降の遺物のみが出土したが、陶磁器、瓦類が微量出

土したに過ぎない。C区からも瓦を中心とした遺物が出土しているが、遺構に伴うものはSK-1

のみで、他は全て包含層からの出土であったc出土遺物には瀬戸美濃系・肥前系の陶磁器類、瓦に

は丸瓦・平瓦、滴水瓦があり、石製品の中には火打石なども出土している。

本報告では、これらの遺物について、まず土器を時代別に分け、鎌倉時代・室町時代 。江戸時代

の土器については地区別に述べる。その後瓦類、石器・石製品・石造物、金属製品1の順に報告する。

また瓦類については、鎌倉時代・室町時代と江戸時代のものに分けて記述する。

(1)弥生時代の土器 (第 16図 1～ 7、 図版 22上 )

1～ 7は弥生土器である。 1～ 3は広口壷の日縁部であるが、小破片のため法量は不明である。

1は直立ぎみに立ち上がり、端部に至って屈曲し、丸くおさまる。 2は大きく外反し、端部は若千

肥厚する。 3の回縁外端面にはタテ方向に刻み日を一定間隔で施文した後、中央にヘラ描きの直線

文を一条施す。また _L端面には刺突文が 2列認められる。 4・ 5は壺の肩部の破片である。 4はヘ

ラ描き直線文を多条に施すものであり、現状では 9条認められる。 5は櫛描き直線文を多条施した

後、ヘラ描き直線文を一定間隔で施文する。 6。 7は壺の底部で、ともに底径7.8cmを 波1る。風化に

より器表面が子1離 しているため詳細は不明だが、ナデにより調整されていることが確認できる。以

上の弥生土器はいずれも淡褐色を呈し、胎土には混和斉Jと して多量の片岩・石英を含んでいる。時

期についてはいずれも小破片のため検討材料に欠くが、 1が他のものに比べ古相を呈し、弥生時代

前期後半に該当し、他のものは弥生時代中期初頭と考えられる。これらの出土位置は、 1が A tt S

D-2、 2が A区第 3層、 3が AttS K-5、 4が A区第 2層、 5が AttS X-1、 6が C区第 1

層、 7が C区第 3層である.

理爆
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第 16図 遺物実測図 1

(2)鎌倉 。室町 。江戸時代の土器

[A区出土土器](第 17図 8～ 23、 図版22下 )

8～ 10は土師器の皿である。器高1.1～ 1.3cmと 扁平な形状を呈し、回径は 8が 8.Ocmと 小形で、 9・

10は約11.Ocmを 浪lる 。口縁部はヨコナデによって調整され、底部は平底で、糸切り未調整である。胎

土には片岩・石英・赤色軟質粒を少量含んでいる。また 8・ 9の見込み部には、煤が付着している。

11～ 17は瓦器である。11は皿で、国径8.6cm、 器高1.8cmを 沢1る ものである。成形は指オサエによって

なされ、体部上半から回縁部にはヨコ方向のナデにより調整される。内面には 4条の螺旋状暗文が

見られる。12～ 16は椀の回縁部片である。全て指オサエによって成形され、国縁部をヨコ方向のナ

デによって仕上げ、端部を丸 くおさめるものである。しかし口縁端部の細部形態には個体差が確認

でき、内彎ぎみに立ち上がるもの (12)、 外反ぎみにおさめるもの (13～ 15)、 大きく外反するもの

(16)が ある。特に16は器壁が薄手で、口縁形態とともに特色ある個体である。17は底部から体部に

かけての破片であり、断面逆三角形を呈する貼付高台を有する。指オサエによって形作られ、体部

上半はナデ調整される。また内面には僅かに暗文が認められる。これらの瓦器椀は胎土に石英と片

岩を少量含み、暗灰褐色を呈する。焼成はあまく、軟質焼成である。18・ 19は東播系須恵器のこね

鉢で、19は国径29.Ocmを波1る 。体部は外反ぎみに立ち上がり、国縁部に至って上方に拡張し、日縁帯

を形成する。ロクロにより成形され、外面はタテ方向の、内面にはヨコ方向の簡略化した指ナデが

見られる。18も 19と 同一の特徴をもつものであり、これらは森田編年の神出Ⅱ期第 2段階に位置づ

けられる。以上 A区から出土した 8～ 19の土器は、その諸特徴から近似した年代が考えられ、12世

紀末～13世紀代に位置づけられるものである。出土位置は、 8が P-31、 9・ 18が P-27、 10が

P-23、 11・ 19が P-38、 12が P-32、 13が SD-1、 14が P-20、 15が P-38、 16・ 17が P-31で

ある。

20～ 23は江戸時代の土器である。20～22は土師器の灯明皿で、国径は20が 6.Ocm、 21が 7.2cm、 22が

7.Ocmを 波1る 。ロクロにより成形され、底部は糸切りで未調整である。口縁端部はヨコ方向のナデに

よって面をなしており、それは22に顕著に見られる。内面には透明釉が施され、部分的に外面にも

及ぶ。また20・ 21の外面には煤が付着 している。20は SK-5、 21・ 22は SK-6か ら出土した。

″
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第 17図 遺物実測図 2

23は第 1層から出土した唐津焼の鉢で、いわゆるハケロ唐津と呼称されるものである。断面逆台形

状の削り出し高台を有する。釉は鉄釉であり、外面は高台の中位まで施され、くすんだ緑灰色に発色

する。

[C区出土土器](第 18図24～ 32、 図版23)

ここで報告する土器は、29が第 3層からの出土であり、他は全てSK-3か ら出土した。 SK一

3か ら出土した土器は大半が細片であり、量自体も希薄である。また報告するもの以外に土師器、

瓦質土器の羽釜などが出土しているが、小破片のため図示できていない。

24～27は瓦器椀である。いずれも小破片のため、全形を復元できるものはない。24は国縁部の破

片で、復元口径13.6cmを波1る。体部から口縁部にかけて外上方にのび、端部に至ってやや外反する。

指オサエによって成形し、口縁部と体部上半を二段にヨコナデ調整する。25■27は底部の破片であ

る。高台の形状から分類され、逆台形状を呈するもの (25)、 逆三角形を呈しやや外開きのもの (26)く

ナデによって僅かな高台を付加するもの (27)力 あ`る。特に27は細い粘土紐を貼り付けてつくった

僅かな突起に過ぎず、形骸化したものであり、他のものより後出すると考えられる。全体的に磨滅

が著しいが、27には螺旋状の暗文が見られる。これらの瓦器椀は、いずれも焼成があまく、軟質で

ある。また年代に関しては若千の時期幅が考えられ、24～ 26は 13世紀代に遡上する可能性をもつも

のであり、27はそれよりも後出するもので、終末期の瓦器椀の様相を呈し、14世紀前半頃に位置づ

けられる。30は瓦質土器の奈良火鉢で、形態から風炉と考えられる。口径38.Ocmを波1り 、ナデによっ

て全面を丁寧に調整する。口縁部は直立し、端部は丸みを帯びる。口縁端部と頸部には小突線が 2

条付加されており、その間に花菱文のスタンプが押捺され、右から左方向に施文される。また外面
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には、離れ砂の痕跡が確認できる。胎土は緻密で、若千の雲母を含み、焼成も良好で堅緻である。

28・ 29は青磁である。28は蓮弁文碗の回縁部であり、ヘラ先による細線で蓮弁と剣頭が単位を意識

して描かれている。釉は淡緑灰色に発色する。上田編年の碗 B一Ⅳ類にあたり、15世紀後半の年代

が考えられる。29は盤の回縁部である。内面端部には 3条の細線が見られ、見込み部にもヘラ描き

による草花文が確認できる。釉は緑灰色に発色し、均一に施釉される。31・ 32は備前焼である。31

は壼の肩部付近の破片で、三耳壺又は四耳壺であると考えられる。口縁部は欠損するが、直立する

形態を呈するものと思われる。輪積み手法によって成形され、内面は板状工具によるナデ調整を行

う。全体的に暗灰褐色を呈し、国縁部から外面肩部にかけては自然釉が見られる。32は甕の底部で、

底径46.4cmを波1る ものであり、赤褐色に発色する。輪積み手法によって成形され、外面の底部付近に

は粘土を掻き取った痕跡が認められ、上部はヨコ方向のナデ調整を基本とする。内面はタテハケ後

｀    ン

“
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o                                  20cm

第 18図 遺物実測図 3
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ヨコハケが施され、その後部分的にタテ方向の指ナデを施す。31・ 32は胎土が比較的緻密であり、

その特徴から間壁編年のⅣ期後半に位置づけられる。

以上、SK-3出 土の土器について報告してきた。時期的に幅の広い遺物が出土しているが、大
きく以下の 2群にとらえられる。瓦器椀を中心とし14世紀を前後する一群と、その他奈良火鉢、備

前焼、青磁など15世紀代の一群である。これらの遺物は人為的な埋土から一括して出土しているこ

とから、時期的に最も新しい15世紀の後半代に埋没時期の上限をあてることができる。このような

時期幅のある遺物が一括して出土している状況は、単なる一遺構の埋没を意味しているものではな

い。つまり周辺の土地利用がこの時期に大きな変革を迎えたことを示し、後述する瓦にも同様な時

期幅が想定されること、そして第 1次調査で検出されている井戸SE-1に 代表される遺構の埋没

時期とも合致することからも傍証される。またSK-3が 機能し始めた時期については、時期を示

す直接的な資料はないが、13世紀まで遡上する可能性がある。

(3)鎌倉・室町時代の瓦

[SK-3出土瓦](第 19～21図 33～ 43、 図版24・ 25)

SK-3か ら出土した瓦には軒丸瓦、軒平瓦、丸瓦、平瓦、道具瓦があり、大半は平瓦である。
33は巴文軒丸瓦である。巴は左巻きで、尾部は圏線状につながる。珠文は 5 mm程度と小さく、密に

配され、20個の数が復元できる。また体部中央玉縁寄りには、滑り止めが付加されている。玉縁と

の連結面の面取りは見られない。焼成は軟質であるが、全面が燻されており、黒灰色を呈する。以

上の特徴から室町時代前期の時期が考えられる。34～ 37は軒平瓦で、いずれも平瓦が瓦当上部に接

合し、僅かに粘土補充をするという共通した製作技法が確認できる。34。 35は宝珠様の中心飾りを

もち、 3反転の唐草文を配する。その周囲には圏線が巡る。34・ 35は同箔瓦と考えられるが、箔傷

「
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遺物実測図4
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の存在から34が後に製作されたことが分かる.焼成は極めて堅級で、胎土に長石・黒色粒を合み、

淡青灰色を呈する。36は 中心飾りに三葉の花弁を置き、 3反転する尾の長い唐草文を配する。焼成

は比較的堅級で、胎土に赤色軟質粒を一定量含み、灰色を呈するc37は 中心飾りに珠文状のものを

置き、左右に 7反転する短かな唐草文を配する。胎土には片岩と赤色軟質粒を含み、軟質焼成で磨

減が著 しいが、全面に燻 しがかかる。これらの軒
｀
F瓦は瓦当部の接合技法においては共通している

ものの、胎上・調整・焼成技法において全く異なるcつ まり37が胎上の特徴から在地産と考えられ、

紀伊型瓦器椀同様軟質焼成であるのに対 し、34・ 35は硬質であるcさ らに平瓦の凹面は36・ 37が布

日痕をそのまま残すのに対して、34・ 35は丁寧にナデ消しており、調整技法においても両者は相違

しているcこ のことから34・ 35は搬入瓦である可能性が高いが、瓦当の接合技法が共通しているの

は両者の同時代性を反映しているものかは現段階では不明である.ま た37に 見られる文様構成は西

大寺などで確認される寺院系の瓦であり、このことから当地 ^帯の瓦葺き建物は、寺院である可能

性も示唆することができる.ま た時期的には34・ 35が左右周縁幅が 5 mmと 薄く、圏線が存在するこ

とから鎌倉時代まで遡 Lする可能性を持ち、36・ 37は左右周縁幅が 1.Ocmと やや厚く、34・ 35よ りも

後出すると考えられる。

38は 九瓦であるc凹 面には細かな布目が認められ、粗いナデによって広端面を形成する。凸面の

調整はナデを基調とする.焼成は堅緻であるc両側縁凹面側の而取りは 2.Ocmで ある.39～ 42は平瓦

である.いずれも完形に復元できたものはない。これらの平瓦は製作技法により以 ドの 4類に大別

される。39は凹面に布目を残 し、凸面に縄叩きが施 されるものであり、40の凸面も同じく縄日IJき に

よって成形されるが、凹面は布目を指によってナデ消すものである.41は凹・凸両面が板状工具に

よりそれぞれスリ消 しが行われるものであり、凹面にはよくその痕跡を残している.42は凸面にナ

ナメ方向の細線が見られるもので、これはタタラから糸によって切り出した際のコビキ痕をそのま

ま残しているものと考えられる。凹面の布日痕は板状工具によってスリ消 される。43は CttS K一

3の石積みに組込まれていた雁振瓦である.軟質焼成のため磨減が著しいが、全面に粗いナデが施

されており、このナデにより稜が形成されて

いるc凹面にはナデに先行する布目痕が認め

られる。

以上 SK-3出 上の瓦は鎌倉時代のものを

含み、室町時代前期を主としたものと考えら

れる。また製作技法や胎上 。焼成の相違は、

時期的な問題の他、複数の産地からの供給を

示していると考えられる。

(4)江戸時代の瓦 (第 22図 44～ 50、 図版 25)

44～ 47は二巴文軒丸瓦で、巴が左巻きのも

の (44、 47)と 右巻きのもの (45、 46)が あ

る。44は珠文の径が 7 mmと 小さく、数は20個

前後が復元できる。また巴の尾が細く、長い

1  43

0               10cm

第 21図 遺物実測図 6
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ことから他のものに比べ先行する要素をもつ。45～ 47は 44に比べ珠文、巴文ともに大型化している。

珠文は径が 1.Ocm前後であり、数も約 16イ回が復元できる。巴の頭部が肥厚し、尾の長さも短いもので

ある。以上の軒丸瓦は、周縁が幅広で、高さも文様高と等しい。また瓦当の接合法は簡易なナデに

よる。胎土には赤色粒を一定量含み、44・ 47は焼成が良好で暗灰色から黒灰色を呈するが、45・ 46

は焼成が不良で灰色を呈する。

48～ 50は軒平瓦である。48は左周縁部の破片のため全体の文様構成は不明だが、下向きの蕨状の

唐草文が配される。周縁幅は約3.2cmで ある。焼成は不良で、灰色を呈する。49は 中心飾りに 7葉を

置き、左右に退化した唐草文を配 し、さらに外側には子葉が認められる。この個体は周縁の幅が6.6

cmと 非常に幅の広いものであるため、扁平な印象を受ける。焼成は軟質であるが、燻 されており黒

灰色を呈する。50は滴水瓦である。中心飾りに菊花様の文様を配し、左右に 3反転する短かな唐草

文を配する。また全体はナデによって調整されるが、瓦当上面は平滑であることから砥石としての

用途に転用された可能性がある。焼成は良好で黒灰色を呈し、また瓦当面にはキラコの付着が認め

られる。48～ 50の軒平瓦は、文様の彫 りは非常に浅いものであり、瓦当厚も平瓦厚とほぼ等しい。

特に50は薄手であり、その中でも新しい要素をもつ。これらの出上位置は44の みがB区の第 1層か

らであり、その他は全てC区の第 2～ 3層で出土している。

(5)石器、石製品、石造物 (第 。24図 51～ 55、 図版 26)

と考えられるもので、長さ4.2cm、 最大幅3.6cmを 測り、重さ8.9g51はサヌカイト製のスクレイ

を量る。半面上部のみに剥離調整が施されており、下部及びもう半面は剥離面のままである。この

ことから未製品の可能性もあるが、下縁部は細かな調整剥離によって刃部を作りだしており、スク

罐〆ノ 豪
_,ノイ  タ

心  . ゆ   .
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０
　
　
　
一
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第 22図 遺物実測図 7
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倒

ヽ

涸

―

鰤
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z`I:さ〕ゝ   54

(51、 54のみ)

52

10cm

―

一
第 23図 遺物実測図 8

レイパーとしての機能を果たしていたと考えられる。A区の第 3層から出土した。

52は SK-3か ら出土した叩石と考えられるものであり、長さ13.4cm、 幅5.9cm、 厚さ3.9cmを 測り、

重さ440gを 量る。 L字状を呈する砂岩の河原石を使用 し、

石材の側面には敲打痕が、両端には不定方向の擦痕が認め

られる。53も SK-3か ら出土 したもので、砥石として二

次的に使用されたものである。弧状を呈 した一面には、不

定方向の擦痕が確認される。本来の形状、用途は不明だが、

残存形態から推 して直径 12.6cmの 円柱状のものが復元され

る。石材は砂岩である。

54は チャー ト製の火打石である。石材の稜線は、火打金

による不定方向の打撃により細かく潰れている。一辺15～

2.Ocmの 三角形を呈 し、重さ2.04gを 量る。 C区の第 2層か

ら出土した。

55は SK-3か ら出土した石仏で、単尊仏の阿弥陀如来像

と考えられる。高さ36.5cm、 残存幅16.7cm、 厚さ10.Ocmを汲1

る。砂岩の自然石を使用 し、ノミによる細かな敲打によっ

て像を浮き彫 りにする。あぐらを組んだ膝までの表現で、

小満を穿つことにより基部との境を表現 している。全体的

o           1          20cm

第 24図 遺物実測図 9
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に風化が著しいため定印や顔立ちなどの詳細は不明であるが、袈裟、光

背が表現されるなど、比較的写実的である。

(6)金属製品 (第 25図 56)

56は A区のSK-6か ら出土した鉄釘である。全長15.3cm、 厚さ0.5cm

を波1る もので、頭部は厚さ約 l mmの鉄板を折り返してつくっている。形

態から江戸時代のもと考えられる。

一

第 25図 遺物実測図 10

【註記】

(1)森田稔「東播系中 1性須恵器生産の成立と展開 ―神出古窯力L群を中心に一J『研究紀要』第 3号  神戸 rh立博物館 1986年

(2)上田秀夫「14～ 16世紀の青磁碗の分類についてJ『貿易陶磁研究』No 2 日本貿易陶磁研究会 1982年

(3)問壁忠彦 問壁霞子「備前焼研究ノー トJ l～ 5 F倉敷考古館研究集報』 1 2 518 倉敷考古館 1966～ 68、 84年

(4)F西大寺防災施設工事発掘調査報告書』 西大寺 1990年

7.まとめ

(1)神前遺跡の範囲確認調査成果

神前遺跡は、従前弥生時代として周知されていた遺跡であったが、平成 8年度に行った第 1次調

査の結果、弥生時代の遺構以外に鎌倉時代の井戸、室町時代の清、江戸時代初頭の満などの良好な

遺構を検出し、中世から近世にかけての集落遺跡として新たな成果を得ている。しかし、弥生時代

における集落の実態については明らかにされていない。

今回の第 3次調査では、まず遺跡の東方への広がりの確認を目的としたA区において、 3面の遺構

面を検出し、良好な遺構が明らかに東方へ広がることを確認 した。特に、第 3遺構面では弥生時代

前期末から中期初頭の水田跡を検出し、弥生時代集落の生産域であったことが明らかとなった。

第 2遺構面においても弥生時代中期の活を 2条検出し、潅漑的な役割を果たしていた可能性が考

えられた。この状況からA区は、弥生時代において集落の縁辺部に位置する微低地に相当するとみら

れ、近接する周辺の微高地に集落の中心部が存在するものと推察できる.ま た鎌倉時代から室町時

代にかけては、掘立柱建物に伴うとみられるピットを多数検出したことから、集落の範囲内におさ

まるものとみられ、第 1次調査時に検出した集落範囲がA区にまで広がる可能性が指摘できる。

次に、B区では独立丘陵の頂上部に設定した調査区であり、この丘陵上の古墳の有無の確認を目的

としたが、地表面から30～ 50釧の深さで結晶片岩の岩盤となり、丘陵上には古墳が存在 しないこと

が明らかとなった。また、この岩盤直上まで江戸時代の遺物を包含することから、江戸時代に丘陵

上において整地が行われたとみられた。

ｍ

Ｑ

Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ
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脚
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C区は第 1次調査地点の成果との関連で、鎌倉時代から江戸時代にかけての屋敷地の西方への展開

の確認を目的とした調査区であった。この結果、狭少な範囲ながらタメマス 1を検出し、第 1次調

査地点で検出した屋敷地がC区にまで広がることが明らかとなった。また多量に出土した瓦から周辺

に室町時代もしくはそれ以前の瓦葺きの建物が存在したものとみられる。

以上のように、今回の調査において各地点ごとに多くの成果が得られ、遺跡の範囲を含めた今後

の対処が急がれるところと思われる。また弥生時代においては、集落の中心部の検出が今後の課題

として依然残されている。

(2)A区検出の弥生時代水田について

和歌山県内においてこれまで検出されている水田のなかで最古の例では、北2.6km位置する大田・

黒田遺跡の水田であり、弥生時代中期に比定できるものである。この水田は、集落の縁辺部に相当

する微高地上でもやや低地にあたる西側に位置し、弥生時代中期前葉から中葉にかけての 3時期に

わたる水田面を検出している。この水田の特徴は、調査区のほぼ中央を東西に貫くN-86° 一Wの方

向性をもつ幅 4m程度のいわゆる大畦畔と大畦畔に直交する南北方向の小畦畔があり、これらの畦畔

は、約60cmの床上げにも関わらず 3期 ともに踏襲されていたとみられている。また、水田に入水す

る水国が 1期 と 3期ではほぼ同位置であり、水国も踏襲される可能性が高いとみられている。また

3期 (弥生時代中期中葉)の水田に規模が明確な小区画水田(長辺7.8m、 短辺3.3m)が検出されている。

また当遺跡の南4.Okm位置する岡村遺跡では、弥生時代後期の水田が検出されている。この水田は、

弥生時代中期の河道が後期に埋没し、微低地形となったところを後期に水田として開発したもので

ある。水田は 4区画の小区画水田が復元され、畦畔で区画された 1区画は幅 4m、 長さ7～ 8mの単

位面積約30ポ が推定されている。

今回のA区において検出した水田区画では、SX-1に おいて幅のみを検出したに過ぎない。この

駆 -1は、東西5.lm、 南北4.Om以上を測るもので、南北幅は不明ながら畦畔を挟んで隣接するSX―

2・ 3な どから、これらの水田も小区画水田である可能性が高いものである。この点では、前述の

2遺跡検出の水田と類似するものとみられる。

また時期的には駆 -1出土の土器と駆 -1の直上に堆積する第 3層の出土土器からみて弥生時代

前期末から中期初頭の範疇におさまるものであり、前述 した太田・黒田遺跡の水田(弥生時代中期前

葉)よ り遡る可能性をもち、これまで検出されているもののなかでは県内最古級の水田であるものと

みられる。

【註記】

(1)『大田 黒田遺跡第26次発掘調査概報』 (財 )利 1歌山市文化体育振興事業団 1995年

(2)「岡村遺跡第2次調査」 『和歌山市内遺跡発掘調査概報』―平成9年度― 和歌山市教育委員会 1999年
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A tt SX-2(北 西から)

A tt SX-2土層堆積状況 (南東から)
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C tt S K-3出土土器
C区第 3層出土土器
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29中国製青磁盤
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28中国製青磁碗

C tt S K-3出 土土器  30瓦質土器火鉢、 31備前焼壺、 32備前焼甕
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C tt S K-3出 土瓦 33軒丸瓦

Ctt S K-3出 土瓦 36軒平瓦

C ttS K-3出 土瓦 38丸瓦 (凹面 )

C tt S K-3出土瓦 35軒平瓦

C tt S K-3出土瓦  37軒平瓦

C tt S K-3出 土瓦  39平 瓦 (凹面 )

C tt S K-3出土瓦 40平瓦 (凸面 ) C tt S K-3出土瓦  41平瓦 (凹面 )
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C tt S K-3出 土瓦 42平瓦
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(凹面 )
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B区第 1層 出土瓦  44軒 丸瓦
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C区第 3層出土瓦  46軒 丸瓦
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C区第 3層 出土瓦  49軒 平瓦

C tt S K-3出 土瓦 43雁振瓦 (凹面 )

45

C区第 2層出土瓦  45軒 丸瓦
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C区第 3層出土瓦  47軒 丸瓦
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C区第 3層 出土瓦  50滴 水瓦
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A区第 3層出土遺物 51ス クレイパー

Ctt S K-3出 土遺物 53砥石
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